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第６回県政ひざづめ談議結果概要 

                 ○開催日時：平成２１年７月２２日 １４：００～ 

                 ○開催場所：甲斐市敷島保健福祉センター 

 

〔司会〕 

 それでは早速『県政ひざづめ談議』を始めさせていただきます。 

 本日の進行役を務めます県の広聴広報課長の堀内でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 まずはじめに横内知事からあいさつをいたします。 

 

〔知事〕 

 皆様こんにちは。山梨県知事の横内です。 

 今日は皆さんそれぞれご用がおありの中をこうしてお集まりをいただきまして本当にあ

りがとうございました。この『県政ひざづめ談議』と言いますのは、色々な分野でご活躍

をなさっている皆様方と、ざっくばらんにお話をさせていただいて、皆様方の普段考えて

おられることを伺って、それを県政に反映していこうということでございます。したがい

まして、肩肘はらずに普段お考えになっていることを率直にお話をいただければありがた

いと思います。 

 今日は障害者福祉にボランティアとして普段携わっていただいている皆さん方にお集ま

りをいただいたわけでありますが、この甲斐市は、市民ボランティアの皆さんと一緒に、

大変に血の通った福祉と言いましょうか、そういうものにご熱心な市でございまして、県

としてはその点は高く評価をしているところであります。皆様方が日頃障害者の皆さんの

生活の向上のために、大変にご尽力をいただいているということを本当にありがたく、ま

た嬉しく思っているわけであります。 

 県も障害者福祉についてはいろんなことをやっているわけでありますけれども、何て言

うんでしょうかね、行政の仕事というのは、ともすれば血が通わないと言いましょうかね、

本当に困っている方の所に、本当は痒い所に手が届くような行政が行えればいいでしょう

けれども、なかなかそうも行かないところがあるものですから、今日は皆さん方からざっ

くばらんにそういうお話を伺いたいというふうに思います。福祉行政、とりわけ障害者の

皆さんに対する福祉行政と言いますと、県よりも、むしろ市の行政の分野が多いために、

私どもからお答えできないこともあるかもしれませんけれども、今日そのために甲斐市の

福祉課長さんとか、あるいは社会福祉協議会の方にもおいでをいただいているわけであり

ます。そんなことで是非一つ皆様方の忌憚のないご意見をお聞かせを下さいますようによ

ろしくお願い申し上げたいと思います。 

 どうも皆さん今日はありがとうございました。 

 

〔司会〕 

 それでは、本日同席をしております担当者を紹介させていただきます。 

 障害者の支援等を担当しております、県の深尾障害福祉課長です。 

 同様に、甲斐市の金丸福祉課長さんです。 
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 甲斐市社会福祉協議会の米山さんです。 

 本日は先ほど来お話が出ておりますように、『充実した障害者支援について』の意見交換

を進めていきたいと考えております。是非ともざっくばらんな意見交換ができればと願っ

ております。 

 対話時間はおおむね１時間を予定しておりますので、限られた時間の中でございますけ

れども、皆さん全員がご発言ができるようにご協力をお願いしたいと思います。 

 それでは『ひざづめ談議』を始めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

〔知事〕 

 さすがに、ボランティアの皆さんは女性が多くて、男性が黒一点というか、何というか・・。

（笑い）まあ、だからと言うんじゃないですけれども、一つ何かお話をまず最初にどうで

しょう。 

 

〔参加者〕 

 『てんてんの会』は、昨年甲斐市の社協の点訳養成講座というのがありまして、そして

１０月に一応サークルを立ち上げました。女性が６人で男性は私一人というような状況で

すけどね。具体的に何をしようかということで、そこにあります絵本、それをとりあえず

取り組んでみようということで７人の方で手分けをして作りました。ようやく今年の６月

にできたんですけれども、先生の指導のもと作ったんですけどね。今年７月からは各自一

人一冊ずつやっていこうということに決めました。 

 私たちの会は非常に若い方が多くて、乳幼児を抱えている方が３人もいて、サークルの

活動は保育園みたいな状況の中で皆さんがんばっていて、若い人が多いので今後そういっ

たボランティアの分野で発展が期待されるんではないかなと。私はちょっと例外ですけ

ど・・。 

 それでサークルを立ち上げて１年も経っていないので、障害者の方とまだ触れ合ったと

いうような機会もなくて、今回このような場を作っていただいて、ある意味では私にとっ

ては点訳を続ける上での動機付けとか問題提起ですね、点訳を何のためにやるのかという

ような、改めて考えさせられるような場になりました。 

 それでまず、視覚障害者の実態も分からなかったんですよね。この絵本がどのように活

用されるのかというようなところにちょっと疑問を持ちまして、それで甲斐市の社協とか、

甲斐市役所とか、それから県庁の障害福祉課とか、盲学校とか、それぞれの分野にお聞き

したんです。視覚障害者で絵本の対象である未就学児の方がどのぐらい人数がいるのかと

いうことと、その幼児教育ですね、一般の方は保育園とか幼稚園があるんですけども、そ

の幼児教育がどうなっているのかということと、あと健常者との交流ですね。それから点

字の活用等がどうなっているのかというようなことを。まあ、すでに皆さん知っておられ

ると思うんですけども、私にとっては初めてだったので。そして甲斐市にはそういう未就

学児で全盲といいますか、視覚障害者の方はおられないということが地元にいながらはじ

めて分かったんです。県全体でも０歳から１１歳までの方が８人ですね。その内、おそら

く全盲と思われる方が５人おられました。あと幼児教育って全然分からなかったんですけ

ども、盲学校にお聞きしましたら１歳半からそういう子どもさんをお持ちの保護者の方と
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相談活動されていたり、それから３歳から幼稚部というのがあるそうです。そこで色々教

育的な観点から保育園みたいにやっていて、交流については西幼稚園というのがありまし

て、そこと健常者の交流をやられていると。あと点字の活用については、そういう未就学

児の方や、知的障害者の方で視覚障害者を合わせ持っている方の教育にも使われていると

いうことで、そういう点字の本が活用されるんだなということが分かりました。 

 

〔知事〕 

 こういうものは、どこかから頼まれるわけですか。 

 

〔参加者〕 

 点訳するにあたってはそのボランティアの方が自ら考えるのと、あとは盲学校とか図書

館とか、そういった所の依頼を受けてやるというような方法があると思うんですけども、

まあ基本的には自分たちがこういうのがいいんじゃないかということでやっているという

ことですよね。 

 

〔知事〕 

 そうですか。じゃあ、こうやってお作りになって、どこかに寄贈はしないんでしょうけ

れども、置いておくんですね。 

 

〔参加者〕 

 その辺のところはまだ、どういうふうに活用されるか・・。まあ図書館とか、そういっ

た所に提供するとは言っていましたけどね。 

 いいですか、もうちょっと。 

 この点字で絵本が全盲の方にどういうふうに理解してもらえるのかと、ちょっと疑問だ

ったんですよね。この間、視覚障害者の方のドキュメント的なテレビが何回かあったんで

すよ。その中で全盲の夫婦で、子どもさんも全盲の方という家庭がありまして、その全盲

の子どもさんがアルバム、写真を見ていたんですよ。見るというか、触っていたんです。

このアルバムのページと貼っている箇所で、その写真が何が写っているというのを心の目

と言いますかね、そういったので見ている。目が見えなくても辻井さんみたいな、あのピ

アニストのね、すごい神業的な力を発揮するというか、そういう人もいるので、「あっ、こ

れじゃこの絵本が活用されて、ある意味ではそういう人の能力を発展させる上で役に立つ

な」というふうに思いました。今はそういう点訳することの、確信というか、そういうも

のが得られたと思います。視覚障害者の方との触れ合いとか、そういったのがまだないの

で非常に難しい問題だと思うんですけど。 

私の現段階での要望としては、こういう場がすごく大切だと、行政のトップである知事

さんがわざわざ来て聞いて下さるということはすごく素晴らしいと、私自身も本当に感動

したんです。こういうような場を設けていろんな方から意見を是非聞いて下さる機会を今

後も作っていただきたいなと思っています。 

 

〔知事〕 
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 ああそうですか。ありがとうございます。 

 点訳をしておられるグループというのは幾つもありますよね。あなたもそうなんですか。 

 

〔参加者〕 

 敷島地区の点訳グループとして大分前、１５年ぐらい前に発足しまして、本当に細々な

がらやっているグループなんです。自販機に貼ったり、ポストに集荷の時間を貼ったりと

かそんなことをしたり、あとは敷島のＰＲも兼ねて今こちらにありますけれども観光パン

フレットを点訳しまして、視覚障害者の方に見てもらうということもあるんですけれども、

最近点字を知らない方というのはないと思うんですけども、健常者の方もちょっと見てい

ただくように、視覚障害者以外に各市町村にお配りしたり、駅に置いてもらったりしてい

ます。あと、最近は４年生が点字を学習する時間がありますので、学校に行って指導した

り、福祉大会の時には一般の方に点字を体験してもらったりと、視覚障害者に読んでもら

うと同時に、一般にも知ってもらいたいなと思っております。 

 そして、今の方、はじめてちょっとお話聞いたんですけど、甲斐市にも視覚障害者の人

たちの会があるんです。それは大人の会なんですけども、その会の方たちともこの点字で

交流を持って何かできることがあればと、交流の話を進めているところなんです。 

 

〔知事〕 

 何人のサークルなんですか。 

 

〔参加者〕 

 会員は６人です。 

 途中で入ってきても、なかなか根気のいる仕事なんで・・。 

 

〔知事〕 

 ああなるほど、『点字グループ・愛アイ』ですね。 

 ほかにも『六点の会』なんてあるね。 

 

〔参加者〕 

 『六点の会』です。私どももやはり旧竜王町の時、平成７年に点字の講習会がありまし

て、それを受けた仲間が、はじめはたくさんいたんですけども段々出たり入ったりして、

今は８名ほどで定着しました。やっぱり視覚障害者との直接の触れ合いは少ないんですけ

ど、学校とかに行って啓発活動をしています。 

 

〔知事〕 

 学校から、例えばこれを点訳してくれませんかとか、頼まれてやっている・・。 

 

〔参加者〕 

 それはないですね。福祉講話の時間がありますので、４年生ですかね、あと中学生と。

高校生で福祉関係を選択している子どもさんたち、農林高校とか。そういう所に行ってや
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っています。学校にはカレンダーを作りまして、これ２００９年のカレンダーなんですけ

ども、教育委員会から各学校に寄贈という形で送っています。そしてまた去年は大々的に

西小で学校開放と言うんですかね、そういうのがありました。その時に山日さんに取り上

げていただいたんですけども。やっぱり指導は『てんてんの会』と同じ先生なんですけど

も、やっています。 

 

〔知事〕 

 その先生というのは点字教室をやっておられる先生ですか。 

 

〔参加者〕 

 そうですね。 

 

〔知事〕 

 その方の授業を受けて・・。 

 

〔参加者〕 

 市の委託を受けて毎年やっているんですね。点字講習会というものをやって、２カ月半

か３カ月ぐらい講座をやって、そして終わったあとにボランティアとしてやっていただく

ようにという・・、それで『てんてん』さんも新しく去年できたんです。 

 

〔知事〕 

 そういう点は、甲斐市は、竜王町は大したものですね。やっぱりそうやって点字を教え

る講座をずっと長くやってきたんですね。 

 

〔参加者〕 

 そうですね。毎年やって・・。 

 

〔知事〕 

 そういうのを受けられた皆さんがボランティアになっておやりになっているということ

ですね。 

 

〔参加者〕 

 はい、そうです。そしてあと、やっぱり点字は本ですから、本を訳すのが第一目標でし

て、ちょっと持ってきたんですけど、去年話題になりました『明日の記憶』って、渡辺謙

が出て、映画とかドラマにもなったものなんですけど、そういうのを点訳しまして・・。 

 

〔知事〕 

 おー、若年性のアルツハイマーのね。 
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〔参加者〕 

 それ一冊を点訳すると、１と５だけしか持ってこなかったんですけど、これ５冊分にな

ります。会のみんなで手分けして・・。 

 

〔知事〕 

 そうなんですか。それはどこに置くんですか。 

 

〔参加者〕 

 これは竜王の福祉センターに点字図書室というのがありまして、そこに今あります。そ

こだけだと皆さん知らない方が多いので、竜王の図書館にリストを出しておいて、問い合

わせがあったらこちらに教えていただき、そこから貸し出す、そんなことをしています。 

 

〔知事〕 

 なるほどね。甲斐市の点字図書館というのは相当充実しているでしょうね。 

 

〔参加者〕 

 充実というか、はい。あと、これは最近なんですけども、ライトハウスという目の見え

ない方の施設がありますよね。そこで川柳の会がありまして、そこに目の見える人も見え

ない人も入っていまして、その人たちが普通の本を２カ月にいっぺん出すんですけども、

目の見えない人も見える人から読んでもらうだけでなく、やっぱり自分の目で見たいとい

うことで私どもに点訳の依頼がありまして、２カ月にいっぺんなんですけど発行していま

す。これ１冊でこんな感じになります。 

 

〔知事〕 

 この点字翻訳というのは、これはどのぐらい時間が掛かるものですか。機械があるんで

しょう。 

 

〔参加者〕 

 一番最初は手でやっていたんですけども、最近はほとんどパソコンでして・・。 

 

〔知事〕 

 かなり速いものですか、慣れた人だったら。 

 

〔参加者〕 

 それは個々の技量がありますから。いろんな決まりごともありまして、できるだけ速く

はしたいと思ってはいるんですけど・・。 

視覚障害者との係わりでは、ライトハウスへほとんど会員のみんなが登録していますか

ら、ライトハウスでバザーとか、運動会とかに参加しています。 
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〔知事〕 

 なるほどね。そうですか、立派な活動ですよね。 

 

〔参加者〕 

 なかなか直接的な係わりは難しいんですけども・・。 

 

〔知事〕 

 今そういう仕組みはうまく行っているんでしょうね。 

 

〔参加者〕 

 割とスムーズに流れていると思うんですけどもね。山梨県のライトハウスはわりかし充

実していまして、県内はもちろん、県外から問い合わせが多いんですよね、貸出しの・・。 

 

〔知事〕 

 あそこの専務理事さん、あの人も非常に熱心な方でね。 

 

〔参加者〕 

 専務理事さんもこの川柳の会に入っていまして、この間やっぱり寄贈いたしました。 

 

〔知事〕 

 ああ、なるほどね。寄贈したんですね。 

 そうですか。いやー、立派な活動だと思いますね。 

 今度は手話・・。 

 

〔参加者〕 

 ちょっとだけ視覚障害者の関係でお話させていただきたいんですけども。視覚障害者の

方、とってもがんばって生活していらっしゃいます。自立して生活するということで、鍼・

灸・マッサージの仕事を熱心にして自立したいわけなんですけども、無資格で医療類似行

為をしている方がいますので、正規の人が正規の仕事ができるように、そういう人たちの

取り締まりなんかもしてほしいということを言っています。県、またこれは国単位になる

かもしれませんが、是非応援してほしいです。 

 

〔知事〕 

 無資格者というのは、なかなか難しいようで。確かに鍼灸マッサージ師という資格が、

国家資格がありますね。それから柔道整復師、あと最近色々外国から来ている、カイロプ

ラクティックとか・・、あれは何か資格があるんでしょうかね。 

 

〔参加者〕 

 あれはただ単に講習をどこかでして、開業という・・。 

 医療類似行為なのに資格が無くてもしているということは、きちんとしてほしい・・。 
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〔知事〕 

 取り締まるのもなかなか難しいようで・・。そうですか、なるほど。そういう問題があ

るんですね。 

 今度は手話ですね。『もみじ会、みずすまし、ミルキーウェイ』なんてしゃれた名前が・・。

ミルキーウェイというのはどういう意味なんですか。 

 

〔参加者〕 

 銀河です。 

 

〔知事〕 

 銀河。なるほど、ミルキーウェイって銀河のこと。それは知らなかったな。 

 

〔参加者〕 

 天の川です。 

 

〔知事〕 

 天の川か。そうか。 

 

〔参加者〕 

 点字の方も講習会を受けてからと言っていましたが、私たちも同じです。あの時は敷島

町ですよね。まだ甲斐市になっていなかった。 

 

〔知事〕 

 ほー、やっぱり敷島でそういう手話の講習会があったんですか。 

 

〔参加者〕 

 講習会を受けて、そこで終わらせたら手話は絶対に続かない、忘れていくということで

始めたんですけど、やっぱり同じです。子どもも入ってやっていたんですけども、成長し

ていくにつれて学校のほうが優先になりますから、自然に子どもたちは離れていって、お

仕事も自分の自宅から通うんだったらいいけども、ちょっと違う所に行っちゃうことにな

ったりして、本当に少なくなっています。７、８人続いているのかしら。終わりにはもう

本当に５、６人みたいな感じです。 

 

〔知事〕 

 ５、６人になっちゃった。まだその養成講座は続いているんでしょうかね。 

 

〔参加者〕 

 今、参加しているんですけども、結構参加者は多いです。ただ前年度は基礎というのに

参加させていただいたんですけども、それを終わって「是非サークルへ、サークルへ」と



 9 

声かけて、何か入ってくれそうな雰囲気の方々、たくさんいらっしゃったんですけど、い

ざ蓋を開けてみると、あれっと言うぐらいに参加して下さらなかったりとかして、でも今

回の基礎の講習会に入ったらまた参加していらっしゃる方がいたんですがね。 

 

〔知事〕 

 そういう方々も何かやっぱり、社会に奉仕したいという思いがあって・・。 

 

〔参加者〕 

 それは私たち分からないですけど・・。 

 

〔知事〕 

 そうじゃないんですか。 

 

〔参加者〕 

 そういう気持ちであってほしいと思っていますけど・・。 

 

〔知事〕 

 今、例えば市役所あたりから頼まれて、こういうあれがあるから是非手話通訳してくだ

さいとか・・。 

 

〔参加者〕 

 通訳となると、もうレベルが違います。専門の方じゃないと。本当にボランティアレベ

ルの人たちでは・・。 

 

〔知事〕 

 ちょっと練習したという程度じゃだめですか。 

 

〔参加者〕 

 ちゃんとしたという言い方をしちゃいけないのかもしれませんけど、何かの会があった

時にその方のあいさつを通訳するとかとなったら、もう専門の通訳者の方ですよね。だけ

ど運動会だとか、何かのレクリエーションなどに聴覚障害者が参加するからちょこっとお

手伝いをというレベルでは気も楽になるので・・。 

 

〔知事〕 

 そういう関係でね。そういう聴覚障害者が参加したいろんなイベントとか、そういうと

ころに手伝いをしてやるということでね・・。 

 

〔参加者〕 

 そうでないと自分の気持ち的にも重荷になってしまいますから、通訳士と趣味ではとて

もレベルが違います。 
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〔知事〕 

 やっぱり専門的な手話は大変なんですね。難しいですね。 

 

〔参加者〕 

 難しいですよ。 

 

〔知事〕 

 資格はあるんでしたっけ。手話通訳士の・・。 

 

〔参加者〕 

 私は山梨県の試験と厚生労働省の試験を受けまして、山梨県は山梨県認定手話通訳者、

厚生労働省のほうは厚生労働省公認手話通訳士と申します。 

 手話サークル『もみじ』は昭和の末の時に竜王の社会福祉協議会さんが開催して下さっ

た手話講習会を卒業した方たち、私はその時は指導する形で係っていたんですけれども、

卒業した方たちと私と、また地元の聞こえない方とで一緒に手話サークルという形で社協

さんに応援していただきながら、もうかれこれ二十数年になります。今甲斐市や南アルプ

ス市で設置している手話通訳者の方なんかも、この『もみじ』から出られています。私も

発足当時は山梨県の認定の手話通訳者という肩書きだったんですけども、この『もみじ』

の中で聞こえない方たちと一緒に学習する中で、厚生労働省の公認の資格も得ることがで

きましたので、細くですけれど長く着実にというようなサークルかなというふうに思って

いるんですけど。 

今一番、サークルのメンバーとしても、私たちとしても気にかかるところは、昨日来か

らの山口もそうなんですけども、近い所では岡崎市の水害、甲斐市は災害が起きると水害

なんていうふうに言われていますが、災害時の対策についてです。聞こえない方は電話が

できないということで、二次障害として情報障害、コミュニケーション障害があるという

ふうに言われています。甲斐市は本当に高齢者にはとてもやさしくて、６５歳以上の方に

は要援護者台帳に登録をなんていうこともして下さっています。ですから、聴覚障害者も、

聴覚障害者協会というのがあり、しっかりと活動されているので、そことの結び付きで全

県的にも聴覚に障害がある方たちを登録して、何かの時にすぐ手助けけができるというよ

うなネットワークを作っていただけないかなということで、今動いています。 

 

〔知事〕 

 障害のある方々もやっぱりそういう要援護対象ということで登録はしているはずなんで

すけど、まあ個人のプライバシーがありますからね。個人が嫌だと言えば、もうそれまで

のことなんですが。 

 

〔参加者〕 

 私もたまたま民生委員をさせていただいているので、高齢者のお宅には行くこともある

んですけれど、民生委員の中でもやっぱり障害を持っている方の所に入っていいのかどう
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なのかというのがあるようです。聴覚の方たちはもう是非来て欲しいというような気持ち

はあるんですけど方法が分からないということもあるので・・。 

 

〔知事〕 

 それはよく調べてみましょうね。 

 

〔参加者〕 

 民生委員が何かできればいいな、なんて思うところではあります。 

 

〔知事〕 

 そうですね。災害の時のコミュニケーションですね、あるいは支援ですよね。 

 

〔参加者〕 

 それを一番、それを是非と思って・・。 

 

〔知事〕 

 しかし地域社会では、どなたがそういう所にいるというのは大体分かって・・。 

 

〔参加者〕 

 そうです。私たちは大体つかんではいます。 

 

〔知事〕 

 自主防災組織なんか結構しっかりできている所は大体分かっているんですよね。あるい

は町内会がしっかりしているとね。しかしそれは大事なことですよね。分かりました。 

 あと、『みずすまし』ですね。 

 

〔参加者〕 

 よろしくお願いします。 

 合併前の竜王町で手話奉仕員養成講座という講座を受けまして・・。 

 

〔知事〕 

 手話奉仕員養成講座、なるほどね。 

 

〔参加者〕 

 それが７年ぐらい前だと思いますけど、その時の受講生の仲間とサークルを立ち上げま

した。今現在、とりあえず活動というか、勉強している仲間は７人ぐらいですね。メンバ

ーの登録はもっとあるんですけど、さっきもおっしゃられていたようにどんどん少なくな

ってきちゃうんですね。その原因の一つは、やはり何て言うんですか、点字とか、そうい

ったように目に見えた成果が出ないというか、そういうものが残せないというところも・・。 
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〔知事〕 

 まあ確かにね。あとに残らないということがありますね。 

 

〔参加者〕 

 それに活動の場があまりないです。というのは、聴覚障害者の人は情報が欲しいんです

よね。とりあえず手話奉仕員というのは、地域と聞こえない人をつなぐパイプ役みたいな

役割だと思うんです。そのためには私たち自身、その講座で習っただけでは、とっても間

に合わない、コミュニケーションがうまく取れないんです。不足するところがたくさんあ

って。だからその講座を一回受けただけで終わりにしないで、できたら社会福祉協議会か

市のほうで一度講座をおりた人も続けて勉強が続けられるような場を作っていただけると、

活動もしやすいし、今現在辞められた人の中にも、本当は手話をもっと勉強したいんだけ

どという方がいらっしゃると思うんです。たくさんサークルありますけどどうしてもサー

クルだけというと今バラバラな感じなんです。そのサークルをうまくつなげて、先程の方

がおっしゃられたように災害の時、本当にその時に役に立てるように準備をしておくとい

うことがすごく大事だと思います。私たちも手話を続けていて本当に習得するのが難しい

んです。でも聞こえない人とお話するというのは、少しずつ続けていればできるようにな

りますので、そういうような講習会をもっていただけるとすごくありがたいです。 

 

〔知事〕 

 その手話奉仕員養成講座というのは、もう卒業すればそれでおしまいなわけですね。引

き続きずっと入っていたいと言われてもね・・。 

 

〔参加者〕 

 何度受けてもいいんですけど、内容は同じなんですね。ステップアップがないんですよ

ね。サークルの中で直接、聞こえない人から教えていただくようなこともあるんですけど、

それがなかなか大きくなっていかないので、活動が広がらないです。 

 

〔知事〕 

 県では、こういう手話奉仕員養成講座というようなことを、今でもやっているんでしょ

うかね。 

 

〔深尾嘉仁障害福祉課長〕 

 奉仕員のほうから通訳者のほうへ移行するというシステムがありまして、なおかつ手話

通訳士までいかれている方もいます。 

 

〔知事〕 

 この手話通訳士はどうですか、取ったら。 

 

〔参加者〕 

 奉仕員では、手話通訳の講座に行ってもまったくだめです。その中間の段階がないんで
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す。 

 

〔知事〕 

 県の認定手話通訳者というのはどうですか。これは難しいですか。 

 

〔参加者〕 

 ええ、難しいです。 

 

〔参加者〕 

私、今年ちょっと通訳養成に通い出したんですけども、何かとっても先は長い。だから

実際のところ、聞こえない人とコミュニケーションを取るというのがなかなか・・。 

 

〔知事〕 

 そのことについて先輩にちょっと話を聞いてみましょう。どう思いますか、今の話は。 

 

〔参加者〕 

 もう何年かがんばっていただければ、１、２年近いうちにはもう資格は取られる方だと

思っているんですけど・・。 

 

〔知事〕 

 だけど難しくてだめだと言っている・・。 

 

〔参加者〕 

 地域のほうで手話奉仕員養成講座を受けていただいて、その後、大体３年ぐらい県の手

話通訳者養成講座を受けて試験に臨んでいただけば、１、２年ぐらいで合格されるという

ような・・。 

 

〔知事〕 

 ３年勉強して、１、２年経って合格、これは大変ですね。（笑い）もうちょっとやさしい

ところではどうですか。資格は取れなくてもいいから・・。 

 

〔参加者〕 

 そうですね。奉仕員と、その通訳の中間ぐらいで、奉仕員として活動している間少しず

つ、はっきりした勉強とか講習会じゃなくても何か違う形でもいいんですけど・・。 

 

〔知事〕 

 別に資格は取れなくてもいいということなんですね。そうすると、それはどうすればい

いでしょうかね。 

 

 



 14 

〔参加者〕 

 聞こえない人と、何か一緒に参加できるような体制づくりと言うんですか、私たち奉仕

員が・・。 

 

〔知事〕 

 聴覚障害の方と普段付き合う機会というのは週に何回かあるんですか。 

 

〔参加者〕 

 サークルは月に２回なんですけども、あとは聴覚障害者の人たちと一緒にウォーキング

に個人的に出掛けたりとか。大会があるんですね、いろんな。その時のお手伝いとかはさ

せていただいています。本当に限られたところで・・。やっぱり地域から聞こえない人た

ちに対する理解を深めていくのが私たちの役だと思っていますので、こういう人たちがい

る、聞こえない人はどんな人かというのを分かっていただく機会として、そういう場は必

要です。 

 

〔知事〕 

 なるほど。また話はあとで戻すとして、今度は録音・朗読というのがありますね。 

 

〔参加者〕 

 今日はこのような機会を設けていただきましてありがとうございます。このサークルに

入らせていただいて１０年近くになります。『声の広報録音』は、前は敷島地域、竜王地域

と別々にやっていたようですけれども、甲斐市になって一本でやっております。 

何を録音するかといえば、毎月出る甲斐市の広報ですね。広報誌と年４回の議会だより

を、「あっ、ここはいいな」という点をみんなで読み合わせをした中でテープに吹き込んで

お届けするというグループなんです。読んでこれを必要とされる方が余り多くいないとい

うので、もう少し多くなればいいなという考えはあるんですけれども。民生委員の方たち

にもお願いしているんですけど、現実に自分が届けている分では４人の方に届けているか

な、あと竜王地区それぞれ届けていますけれども、やはり・・。 

 

〔知事〕 

 それはどういう方、もちろん目が見えない方の所に届けるわけですね。 

 

〔参加者〕 

 そうです。視覚障害者の方と、あと高齢者の方で、読むよりも耳から聞くほうが分かり

いい、繰り返し繰り返し聞けるということです。私たちがカセットテープを持っていって、

それをカセットデッキに自分で入れて作動させた中で情報を得るということで、特に私が

届けている所は一人暮らしの方が多いんですよね。本当に８０過ぎの方が多くて・・。 

 

〔知事〕 

 それは市から頼まれて、「じゃあなたは、この方とこの方とこの方にそのようなテープを
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届けてやってください」と、こう言われてやっているんですか。 

 

〔参加者〕 

 それではないと思います。『清流』というグループがありますけれども、敷島地域のボラ

ンティアの、本当に最初の方たちで、その方たちから始まったということを聞いておりま

す。だからもうどれぐらいになるんでしょうか・・。 

 

〔参加者〕 

 ３０年です。 

 

〔参加者〕 

 ３０年になる・・。 

 

〔知事〕 

 その『清流』というのは、ずっと３０年やってこられた。やっぱり同じように朗読関係

ですか。 

 

〔参加者〕 

 いえ、最初は本当に視覚障害者の方の所をお訪ねして、ご不自由な点ということを伺っ

て、そしたらラジオを聞いているので全県とか日本とかのニュースは分かるけれども、地

元の、当時敷島町で何をやっているかということはよく分からないんだよという声が多か

ったので、それではということで当時昭和５４年の６月から町で発行している広報をテー

プに入れてお届けしてきました。当時はライトハウスへマザーテープを持っていって、ラ

イトハウスでダビングしていただいて、視覚障害者のお宅に郵送していただいて、それを

聞いて下さるお宅の近くの中学生に月の終わりにそのお宅にお訪ねして、行き先を逆にし

てポストに入れていただくとライトハウスに戻るということでやってきました。『清流』は

本当に、始まった時からできるだけ自分たちだけではなくて、子どもたちと一緒に何かを

しようということでやってきたグループなんです。すみません、横取りしまして。 

 

〔知事〕 

 それは今でもやっているんですか。 

 

〔参加者〕 

 その『清流』の人たちが色々仕事が増えてきましたので、録音の人たちが分かれまして、

私もちょっと高齢になりまして滑舌が悪くなったので引退をして、バトンタッチしており

ます。 

 

〔知事〕 

 じゃあ『声の広報録音』の所には、この方とこの方とこの方を一つサービスしてやって

下さいとか、そういうふうに頼んでバトンタッチしたわけですか。 
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〔参加者〕 

 そうです。 

 

〔知事〕 

 それは、旧敷島の地域だけでやっておられるわけですか。 

 

〔参加者〕 

 今は竜王でもやっています、もちろん。 

 

〔知事〕 

 そうですか。それは大したものですね。 

 

〔参加者〕 

 その中で最近ですとすごく悲しいこともありまして。楽しみにして聞いて下さるし、一

人で住んでいるとさみしいので人がくることで、自分も生活に生き甲斐を持てるようにな

ったと喜んでくれた方がいたんですよね。その方がつい最近亡くなられたんですけれども、

私が届ける所は限界集落というところですので、やはり一人暮らしで何日も人に会わない

という方もいらっしゃるわけですよね。その方がまたちょっと録音とは別なんですけれど

も、ふれあいペンダントを町からお借りして、何かあった時にはプザーを押せば消防のほ

うに行って緊急で助けを求めることはできるんですけれども、それを設置している方であ

ったけれども、最後はそれが役に立つことなくして自分が倒れて玄関から落ちてしまった

んです。人が来ないわけですよね。たまたま行商の人が来てくれる曜日だったので、数時

間か後で見付けていただいて入院したんです。民生委員の方も回って下さっているんです

けれども、もう少し多くの人が行く日にちを多くして巡回できればいいなとすごく最近感

じました。 

 

〔知事〕 

 独居のお年寄りというのは本当ですね。なるほどね。見回りのサービスですね。 

 

〔参加者〕 

 あと一人、すぐその後ですけれども、お風呂で倒れて亡くなっていたという残念なこと

もありましたので・・。 

 

〔知事〕 

 いろんな機械があっても突然倒れたりなったりするとちょっと使えませんものね。そう

ですか。 

 録音、例えば『うぐいすの会』とか『てんとう虫の会』とありますけど、どうなんです

か。 
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〔参加者〕 

 『うぐいすの会』です。私はまだこの会に入って４年ぐらいなので、それ以前のことは

ちょっと分からないんですね。今、私がこの『うぐいすの会』でしていることは、広報を

録音していて、でもそれを届けるということはしていないんです。多分役所の方がして下

さっているんですよね。あとはそんなに難しい資格があるわけでもなく、皆さんのように

大きな活動というようなものもなく、ただ読んで、そして納めているんですけど・・。 

 

〔知事〕 

 それは市役所から頼まれて・・。 

 

〔参加者〕 

 頼まれるというか、広報に募集があったんですね。それでちょっとやりましたけど。障

害者、目の不自由な方との交流もありません。ですからお名前は存じておりますけれども、

どういう方なのかということも分からずに読んで聞いていただいているんです。私は始め

て４年ということでよく分からないんですけど、ただ自分が広報を読むにあたって一つ、

今日広報の方も来ていらっしゃるということでお願いがあるんですけれども、固有名詞に

ひらがなをふっていただけると非常にありがたいんですよね。 

 

〔知事〕 

 広報誌なんかの場合ね。確かにそうかもしれませんね。 

 

〔参加者〕 

 それともう一つ、自分が広報を読んでいて、どこまで読んでいいのか、どこを省けばい

いのかというのが非常に難しいところなんですよね。（資料を出して）ここに省略するもの

って幾つもあるんですけどね。これってちょっとおかしいかなと私は思うんですね。やっ

ぱり同じ立場でということから、これは外れているんではないかなと思うんですね。例え

ば省略するものの中にスポーツってあるんですけれども、これは目の不自由の方は絶対ス

ポーツができないということを前提にして抜かしているんじゃないかなと思うんですけれ

ども、でも目の不自由な方もマラソンする方もいますよね。それから情報としてラジオを

聞いて、それを楽しむ方だっているわけですから、広報もやっぱり省く必要はあるのかな

いのか、その辺ちょっと分からないんですよね、私自身がね。 

 

〔知事〕 

 そういうマニュアルがあるんですね。スポーツ分野は抜いてもいいよとか・・ 

 

〔参加者〕 

 マニュアルではないです。ただこれは何かの会議の時に決めたことなんじゃないかなと

思うんですけどね。確かに表とか、円グラフになっていて文章にするのがとても難しいも

のは省かせていただいてもいいかなと思うんですけど、やっぱり意識をしないということ

が一番いいことなんじゃないかなと思うわけですよ。意識をして、これはこうだから省く
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とかということは結局は健常者の上から目線になるのではないかなと私は思うんですけれ

ども。だからその辺はもう少し煮詰めていただければもっと喜んでいただけるんじゃない

かなと思うんです。 

 

〔知事〕 

 ちょっと見せて・・。 

 

〔参加者〕 

 これが一応省くものということで・・。 

 

〔知事〕 

 声の甲斐市広報という事業があってね、こういうものは省略しろと書いてあるわけです

ね。確かに、そうですね、募集ものも省略ですね。 

 

〔参加者〕 

 募集ものも・・。確かにその人たちは応募しないかもしれないけれども、ああこういう

ものを募集しているんだなとかね、今こういうふうな状況になっているんだなということ

は耳で聞いて、知識を植え付けるということ・・。 

 

〔知事〕 

 本当ですね。課長さん、どうですか。こういう声って知っていますか。 

 

〔金丸博甲斐市福祉課長〕 

 甲斐市ではボランティアのほうは社会福祉協議会へ委託しておりますので、社協に・・・。。 

 

〔甲斐市社会福祉協議会事務局〕 

 この資料なんですが、サークルさんの代表の方に集まっていただきまして、広報のどの

部分を省いたらいいのかとちょっと検討してこちらに載せたので、また見直す場合は皆さ

んに集まっていただいて・・。 

 

〔参加者〕 

 とても難しいですよね。本当に大変なことだと思いますけれども・・。 

 

〔甲斐市社会福祉協議会事務局〕 

 そうですよね。この辺は省いてもいいんではないかとか、あと復活してもいいんではな

いかとかということをまた随時変えていったらいいと思います。皆さんの活動ですので・・。 

 

〔知事〕 

 またそういう機会が多分あると思いますから・・。 

 そうすると今度は『てんとう虫の会』。 
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〔参加者〕 

 もう十何年ですか、声の広報を吹き込んでいます。それでさっきの省略とかの部分です

けど、テープの長さも９０分という制約がありまして、それでより視覚障害者の方が必要

とする部分を簡略に伝えるということを目標にしていまして、だから余り必要でないだろ

うというものを省いているというか、まとめています。 

私も声の広報を読ませていただくのに、人名、地名にふりがなをしていただきたい。広

報の課のほうに電話して聞くんですけれど、やっぱり不在の時もあったりして要領を得な

いこともありますので。それと２５日に声の広報が刷り上がるんですが、１１月２８日と

か、尻のほうが余りない時があります。月末までには広報をお届けしたいんですが、吹き

込んで届けるまでに時間がない時があるんですね。そういう時には、なおさら。やはり吹

き込むのには練習が必要で、『てんとう虫の会』は２０人ぐらいで始まった会なんですが、

やはり尻すぼみで段々人が減って、今吹き込んでいるのは全部仕事を持っている人たちで、

そういう録音する練習もみんな自宅でアフターファイブ、仕事を終わってからしているん

です。そして吹き込みの録音室が社協にあるんですが、そこに行くのに普通の日は時間表

をいただいて、９０分のテープをまとめるのに大体４時間ぐらい掛かるんですね、練習を

していてもです。やっぱりつっかえたりするのでまたバックして直したりと、そういう作

業があるものですから、できたら人名、地名をきちんと入れていただくことと、奉仕者に

は少し早めに広報がいただけたらと思います。 

それとやはり視覚障害者の方と交流をする機会を持ちたいということで、何回か社協に

もお願いをしたんですが、なかなか視覚障害者をそういう交流の場に連れて出る、その作

業というか、例えば家から施設、デイサービスとか、そういう所まで来るまでの、要する

に人手がないというか、そういうことで交流の場がなかなかないんですね。私は声の広報

が役に立っていますかとか、例えば今言うようにどういう部分は省略してもいいですかと

か、必要なものは何ですかとか、聞きやすいとか、そこでいろんなお話を聞きたいんです

が、場がないもので、社協に「何かありませんか」と言ったら、まあなかなか場がないん

で名簿から直接お電話をと言われまして。で、してみたところ、やはりいきなり電話して

も「はぁ、役立っています。ありがとうございます。では、さようなら」という感じで、

なかなか本音が聞けません。できましたらデイサービスもいいですけど、クリスマス会で

も障害者の何か年に一回の集まりでも、そういう時に視覚障害者の方がみえますよという

ご連絡をいただければ何かの形で録音のサービスをしている人、奉仕者もその場に集って

本音を聞けたらと思うので、そういうふうに一堂に会する時間を役所の方には取っていた

だきたいなと思います。 

 

〔知事〕 

 確かに相手方が分かりませんからね、普段はね。これはちょっとさみしいですよね。 

 

〔参加者〕 

 電話をしても、それは短い時間なので「はいはい、ご苦労さんです。ありがとうござい

ます」とか、本音を言って下さらないんです。 
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〔参加者〕 

 すみません。視覚障害者の会というのは県にもしっかりした会がありますし、先ほども

言いましたけども甲斐市にもその支部という形で甲斐市の障害者の会があります。私たち

もそこで交流をなんて言っていたんですけど、その会に言っていただければそれこそ交流

できますし、意見も聞いてもらえると思いますので・・。 

 

〔知事〕 

 朗読会なんかやればいいですね。昔からあるじゃありませんか、ＮＨＫなんかに朗読の、

森繁久彌とかの素晴らしい朗読・・。 

 

〔参加者〕 

 加藤治子さんと・・。 

 

〔知事〕 

 そうそう、加藤治子さんとかね。あの朗読なんか素晴らしいですよね。ＮＨＫラジオの

ね、今やっているかどうか知らないけど。 

 

〔参加者〕 

 デイサービスでたまにお年寄りが集まって誕生会とかするんですね。その時に朗読をさ

せていただくこともあります。でも視覚障害者の方は余りお見えにならないですね。 

 

〔知事〕 

 しかし声の広報というのはなかなかうまいことですね。これは甲斐市だけやっているん

ですかね。 

 

〔深尾嘉仁障害福祉課長〕 

 録音は意外とやっていると思います。県下で幾つかやっているはずですけど。 

 

〔知事〕 

 大したものですね。これは知らなかったですね。 

 

〔参加者〕 

 すみません。私も是非知事さんにお話を聞いていただきたいと思いまして・・。 

 中部公民館で朗読サークル『つばさ』をやっております。甲斐市の朗読の講習を受けた

人たちがこの朗読会をやって、老人の施設あるいは障害者の施設を毎月回っています。 

個人的なことを言いますと、私も今３２歳になります車イスの障害を持った娘がいます。

本当にボランティアの皆さんはじめ、県や市や、いろんな方たちに助けていただいて無事

に３２年間生きてきています。この頃私も年を取ってきまして、大分体力も落ちましたの

で、お友達と話すことは子どもより一日長く生きたいね、子どものほうが先に死んでもら
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いたいねなんて、そういう会話を必ず親として、しています。 

たまたま２、３日前に草津温泉のほうに何十人かで出掛けた時の夜の話し合いで、そこ

にいたある職員の方が、その施設にいる４０代になる彼女にこう言ったと教えてくれまし

た。「うちの母ちゃん、もう８０になったんだよ。だからさぁ、母ちゃんより私先に死にた

いよ」と。そしてその職員が本当に涙ながらに「こんな世の中でいいんだろうか。障害を

持っている人たちが先に死んで、後から親が死ななければいけないような、そんな世の中

でいいんだろうか」と言いました。私もその時に、本当に友達と、子どものほうが先に死

んでもらいたいよねって、そんなことを言った親がいかに恥ずかしいということを思いま

して、今度帰りのバスの中では、その親と、そうじゃないよね、もしかしたら私たちのほ

うが先に死ぬかもしれないけど、その時には「ありがとう」と言って、その子が生きてい

てくれてありがとう、私より長生きしてありがとね、と言って死ねる親にやっぱり私たち

はならなければだめじゃんねって自分たちで話しながら来たんです。 

私もたまたま子どもはそんなことですので、老人のちょっとしたグループホームとか、

それから障害者の施設とかで働いておりました。もう退職をしましたけれども、まだ時々

そういった施設に朗読あるいは紙芝居、大型絵本などを持って訪ねていきます。 

県庁にも大変お世話になっておりますが、『き・ら・らベーカリー』というパン屋さんが

毎週火曜日に県庁にパンを届けています。 

うちの施設でクッキーやパンをずっと作っていて、もう１５年ぐらいになりますが、障

害を持った人が１５年間同じことをずっとやっていて本当に満足なのかと。どんなに障害

が重くても、やっぱり次のステップがなければだめじゃないかということで、当然お金を

借りてでもいいから外に出そうということで、竜王町のほうに一応パンを作る所を造りま

した。たまたま甲斐市役所からはじめ、そういったところのご理解によりまして、今３０

カ所か４０カ所へパンを配達しております。お陰様で本当に県庁の方には「いろんなパン

屋さんが来るけど、一番うまいのは『き・ら・らベーカリー』だよ」って、励ましていた

だいて、みんな必死で朝４時ぐらいから障害を持った人も働いています。 

なぜ私たちはその時にそれを外に出したかというと、その中に中途障害の男性がいまし

た。「俺は本当はな、店を持ちたかった」という、その一言で職員たちが動きました。あの

人の願いをやっぱり叶えてあげようじゃないかと。どんなに障害があっても希望だけは捨

てないで、回りが何とか助けられればできるんじゃんという、そういうことを私たちは示

してあげなければだめだよね、とか言って職員同士で話をして、そして理事長に話をしま

した。理事長は、本当に障害を持った人たちがやる、お金を銀行から借りても借金しても

パン屋さんを外に出してやる気があるかというところを確かめろと。そして１年以上毎月

毎月集まって会議をしました。本当にやる気があるというところで、最終的には補助金を

いただきまして、そしてあと県の福祉のほうから何百万かお借りしまして、今もうあと何

年間で返すことになりました。まあ『ぎんが工房』という施設が主体ですので、そこの職

員を派遣しているという形にしていますので何とかそのパン屋は回っています。パン屋だ

けでそこを運営しなさいと言ったら、障害者にはお金は、給料はあげられません。でも何

とか派遣をして、みんなでがんばっています。 

 それともう一つ。またそこの中の中途障害の人が、「俺は本当は会社をやりたかったんだ

よな」と言って、たまたまそのタイミングと県の企業立ち上げのプロジェクトが合致しま
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して、「じゃあやろうじゃないか」ということになりました。中にたまたま「ケーキを作り

たい、俺はパティシエになりたいんだ」というすごい重度の男性もいたり、「私はレストラ

ンで働きたい」という、そういう女性もいまして、その３人で組んで『ゆめハート』とい

うレストランを造りました。今皆さんのもとに小さなパンフレットを渡していますけれど

も、２年ぐらい県の主催で勉強をさせていただきまして、１日に３０人ぐらい来れば何と

か回っていくんだということで、障害者もすごい夢を持って始めました。でも実際には火

の車の状態です。 

 去年までは家賃の半分、まあ１００万以下だったと思うんですが、それだけいただけて

いたので何とか回ったんですが、今年からはもう自分たちで自立してやりなさいというこ

とで、社長さんのお金を食って食って、もうちょっとで無くなっちゃう、それで今につぶ

れれば困るということで、福祉会なんかがどういうふうにやっていったらいいのかという

ことで話し合いをしたり、宣伝もしたりしているんです。 

障害者がやるお店、だからつぶしたくないと職員たちはみんな、やっぱり涙を流すんで

す。もしあの店がつぶれたら、そこに係った障害を持った人たちがどのぐらいの衝撃を受

けるだろうか、立ち上がれなくなるんじゃないかと思うんです。どんなに障害が重い人で

も私は希望を持って生きてもらいたい、願いを持って生きてもらいたいという思いがある

ので、その人たちに対して、まあ本当に少しでもいいからどこかから出せる補助金みたい

なものがあったら出していただいて、そして「障害者がやっているあのレストラン、俺た

ちだってもしかしたらできるかもしれないなー」って、そういうふうに障害を持った人た

ちに希望を与えていけるような何か施策を、ちょっとでもいいですから知事さん考えてい

ただければ、私は本当ありがたいと思います。 

みんな障害を持った人たちはぜいたくはしていません。自立支援法になったらお金をど

んどん取られていますので、必死で何とかどこかで働かなかったら自立はできません。も

しあれが切られたら、あの人たちはもう一度また施設に戻ります。そういう人を私何人も

知っています。今年不況ですからね。みんな施設に戻りましたが、施設はもう造らないと

いうことなので、これからあふれていってどうなっちゃうんだろうという、そういう思い

もあります。 

すみません、ちょっと長くお話しましたけれど、一応自分の子どもも含めて障害を持つ

人たちは、やっぱり皆さんのそういったお力を借りながらがんばって生きているというこ

とですので是非これからもよろしくお願いします。 

 

〔知事〕 

 いや、分かりました。あとでまたその話題に戻るとして、とりあえずあとのグループ、

話をして下さい。 

 

〔参加者〕 

 私は今日すごい感動を２ついただいております。 

 皆さんも既に感動を覚えたと思うんですが、４６年ぶりに行われました皆既日食。すご

い感動、これは余計なことなんですけど、私の今の気持ちなんです。ただ、もう一つは、

この目の前に横内知事さんがおいでて下さって、話を聞いて下さると。本当に感動してお
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ります。ありがとうございます。こんないいチャンスをいただきまして感謝しています。 

 それで私のサークルは、皆さんと変わっているんですけどね。名前は『よむよむ会』で、

大体内容はお分かりかもしれませんけれども、平成１１年の２月に、当時の社協の会長さ

んから「こういう人たちが本を読みたいんだけど図書館へ行けないから、どうか手伝って

くれんかな、本を借りるのに」なんて、お話をいただきました。そして結局有志が集まり

まして、本当に当時主婦業の方たちだけだったんですよね。２０人ほど集まりましたか。

その方たちと一緒に立ち上げたのが『よむよむ会』です。どういうことをしているかとい

うと、本を読みたいんだけど図書館に行けないという身障者、それからお年寄りの高齢者

の方に、読みたい本を借りてきて、読んじゃったら返してという、そういう図書館ボラン

ティアです。発足しましたのが、今から１０年前の平成１１年です。ですから丸と１０歳

の誕生日を迎えたのが今年の３月ですか。 

ということで始めたんですが、図書館の活動を始める前に図書館の先生から色々教わり

ました。こういうことは極秘にしておいたほうがいいよとか、こういうことは大いに伝え

てやったほうがいいよとか、そういうようなお勉強をいたしました。発足して１０年経っ

たわけですが、今のところ会員さんがちょっと、私もそうなんですけども年寄りになりま

してね、配りに行く、本をまた返しに行くという、その何て言うんでしょうか、活動がち

ょっと今停滞している時なんですよね。ほかにも原因はあるんですけど。そんなことで、

ただ本を届けるだけでなくて、その人の顔をね、待っていてくれるんですよ、本当に楽し

んでね。その人のお顔を見せていただいて、「ちょっと今日は風邪気味じゃない？」なんて

お話ししたりね、「昨日はね、こうでね・・」なんて言って世間話をしたりして、ただ本を

借りて届けて、また返してじゃなくて、その利用者とのふれあいを大きな目的として宅配

活動をしてまいりました。 

そんなことで、そうですね図書館の勉強もかなりしてきたんですけどね、３カ月に１度

は皆さんが寄って、そして図書館の勉強をしたり、それから本の勉強をしたりとか、接す

る時にはこうなんだよというふうな勉強をしたりしていまして、一番最後は年度末になる

んですけどね、あゆみっていうのかな、『よむよむ会』の一年間のまとめで、どんなふうに

進んできたか、歩んで来たかという本を作りました。満１０歳になりましたから、１０冊

の本がたまっておりますけどね。私たちは一生懸命これをやっては来たんですけども、宅

配する人自身が高齢者になってきたり、うんと本好きの方が病気で亡くなったりして、段々

利用者が少なくなってきたというのが今私たちの本当の悩みと言うのかな。「つまらない

ね」なんて言って、「廃業になっちゃうかもしれんよ」なんて言って、そんな話もしている

んですけどね。そんなことで、まあそれでもがんばれるうちはがんばろうよなんていうこ

とで、お互いに励まし合いながら活動をしております。一番、特に悩んでいるのは後継者

の問題ですよね。後継者はどうでも作りなさいなんていうつもりはないんですけども、こ

れは私が属している会は、どの会もそうなんですけど、あとを続いてやって下さる方、役

員の方はもちろん、後継者がなくなってきているんです。ないということは非常にさみし

いですし、こんなに皆さんに喜ばれたいい会をつぶしてはもったいないということで、今

年あたりは、じゃあ個人活動にしましょうなんていって個人活動を始めたんですよ。中学

校あたりに行って子どもたちにみんなもボランティアをやってみないというふうなことで

後継者を募ったらいいかななんて思っているところですけどもね。まあちょっと不安にな
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るところがいっぱいあります。どうしたらいいか分からないところもありますけどもね。 

 

〔知事〕 

 なるほどね。そうですか。いやいや、ありがとうございました。 

 あと・・。 

 

〔参加者〕 

 『車イスダンス矢車草の会』ですが、手短に、私たちがどのような活動をしているかと

いうことをお話ししたいと思います。 

 体力のない方とか高齢者、障害の方がバリアフリーで健常者と同じようにダンスを楽し

んでいただけるような社会環境をつくりたいというのが願いで、１０年前に甲斐市に作り

ました。そして現在は竜王のデイサービス、『めぐみ荘』さん、そして先ほど『銀河』なん

てお話しがありましたけど、『コスモス』さん、そして双葉の『ひかりの里』さん、ちょっ

と遠いんですが八田のデイサービスさん、昭和町の『ノイエス』さん、そして『田富荘』

さんに伺って活動しています。 

私たちが一番、これが私たちのボランティアの活動の主体だねと思っているのは、リハ

ビリにつながるんですよね、手と足を動かすことで。そして昔ダンスをしたことがある方

が車イスに乗りながらだったり、少し足が大丈夫な方は立たれてゆっくりと身体を動かさ

れる。それから昔の曲を使っているんです。昔の曲という言い方はおかしいんですけど、

『お富さん』とか、『二人は若い』ですか、そして『りんごの歌』とか、そんな曲です。か

け声なんか昔はよくありましたよね、「あなた」「なんだい」とかね、りんごの歌でも、皆

さんご存知の歌を使っているので歌を歌いながら楽しまれる。声を出すということは声帯

を強くしますし、食べるものをいただく時のその食道の機能もすごい活性化するそうです。

ですからなるべく皆さん声を出して、歌いながらしましょうということをしています。 

そしてあと音楽ですよね。それを聴くということは、脳にすごくいいことですし、そし

て楽しい、うれしいという気持ちがまたそれに加わって、私たちもそうですが、とても活

性化につながっていると思います。重度の障害を持っていらっしゃる方は、本当にベット

に横たわったままいらっしゃる方もあるんです、ヘルパーさんが連れてきて。そういう方

には傍らで肩を叩いたり、手をさすりながら歌ったりするんです。ちょっと車イスの前後

ぐらい大丈夫かなという方は、言葉は悪いんですが、車イスの後ろについて、私たちが前

について、一応サンドイッチみたいな感じでゆっくりゆっくり、無理のないように、様子

を見ながらですが動かして、時間を使っております。 

作った当初は夜も障害の方々に声を掛けましてね、公民館に来ていただいてダンスを楽

しんでいただこうという機会を作ったんですけれど、今は車イスの機能も段々改良されて

きまして、若い方は、バスケットとか、そういう運動のほうに段々移行されていったこと、

そして、夜というのはやっぱり私たちも来ていただくのはいいんだけど、お家までお送り

するわけにもいかないので、その場で「じゃあまたね」というのがちょっと心配というこ

とで、その活動は止めました。そして私たちがその施設に伺うという、それを続けており

ます。 
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〔知事〕 

 なるほどね。それぞれお話を伺ったわけですけども、いろんなことが・・。 

 

〔参加者〕 

 すみません。さっき広報のところでちょっと私係っていましたので発言いたしましたけ

ども、本来の『清流』の活動を聞いていただきたいと思いますけどよろしいでしょうか。  

 私たち『清流』は昭和５４年の２月に活動を始めました。初めから自分たちだけでなく

て、子どもたちと一緒に、地域の人たちと一緒に何かをしようということで、まず子ども

たちが遊びの中でさりげなくボランティアとか障害を理解して仲良く生きていくことの大

切さを学んで欲しいと願って、今ここにありますが、中学生にお願いをしてカルタの文言

を作ってもらいました。そして小学生にその原画を描いてもらって、それで老人クラブの

方々に助けていただいたりして版画で刷ったものをこんなふうに作ったりとか、福祉講話

ということをメインに一生懸命これまでやってきました。もちろんご存知だと思いますが、

この福祉講話は障害を持っている方が学校に行ってお話をしていただくわけですが、先生

方はそのために時間を作ったり、忙しい中手間暇を掛けて様々な工夫をして事前学習や講

師の謝礼の捻出とか、事後学習とか、大変努力して下さっていますし、迎える子どもたち

も精一杯の心づかいでお土産を作ったりとか、話して下さる方の思いをしっかり受け止め

て感謝の手紙を書いたりとか、素晴らしいふれあいの時間を過ごしています。 

 子どもたちはなかなか、日常、障害のある方と接する機会が少ないので、直接お話を聞

いていろんな工夫をして生活している様子とか、勇気を持って努力している様子を本当に

目を輝かして聞いています。いつも終わると先生方は普段の授業もこんなふうに、こんな

いい顔をして聞いてくれるといいんですがね、というようなことで苦笑いをしています。 

障害という個性を持ちながら一生懸命暮らしている人の話は、子どもたちの心を本当に

揺すぶるというか、子どもたちは共感して共に生きることの大切さを学んでいてくれるか

なと思います。そして中学にも伺って、一年に一度ですが車イスの使い方とか、アイマス

クとか、白い杖の体験とかも一緒にやっています。だれもが住み良い地域、その地域を作

るのはやっぱり人だと思いますが、その人を育てる実践的な福祉教育というか、福祉講話

こそ人を育て、豊かな思いやりのある心を育てる大切な時間ではないかなと思っています。 

今のような高齢社会では、もうだれかれではなくて、すべての人が暮らしやすい環境づ

くりとか、福祉の土壌づくりが大変重要なんじゃないかなとも思いますが、昭和６２年度

から県社協がボランティア活動普及協力校を指定する事業をしておりました。これは３年

間１０万円ということでやっていまして、これが終わってしまったんですが、平成２０年

からは心の醸成事業などが実施されています。知事さんご存知だと思いますが、先生方が

本当に福祉講話をする時にがんばっている様子なんかも知っていただきたいし、できれば

こういった事業をもうちょっと拡大していただければいいなというふうに思います。 

小さい時からこれが当たり前の、みんなが暮らしていくのが当たり前の社会なんだとい

うことをやっぱり理解する大変重要な機会だと思いますので、私たちも住民としてできる

ことはがんばるつもりでおりますし、また市のほうへお願いしに行こうかというようなこ

とも話し合っておりますけれども、是非もう少し増やして続けていただければ本当にあり

がたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 
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〔知事〕 

 そうですか。色々貴重なお話を聞かせていただきましてありがとうございました。 

 聞いてみると、後を継いでくれる人たちというのは段々少なくなってきているという感

じがしますね。皆さんがおやりになって５年、１０年、長い人は３０年もおやりになって、

しかしそのあと段々・・。 

 

〔参加者〕 

 点字に関して言えば、やっぱり私たちが始めた時は２４人だったんですよね、平成７年

に受けた時は。そして残ったのが１３人ぐらいで、そして段々にまた減っていったりして、

また翌年も講習会をやってまた新しい人が入って、そしてまた辞めるという人があって、

それをずっと続けています。今年も今９月までやっているんですけども、やっぱり１０人

ぐらい受けて２、３人残れば・・。まあ５、６人残っても結果的には２、３人くらいかな。

そして１年ぐらいするとやっぱり一人とか減っていくんですね。時間的ゆとりというか、

子育てが終わってある程度自由な時間を持てるようになった人とかが、まあ主になってい

るわけですけど・・。 

 

〔知事〕 

 そうですね。まあそれに仕事を持たれる方が多いですからね、最近はね。 

 

〔参加者〕 

 本当は若い人にやってもらえば覚えもいいですし、どんどんいくとは思うんですけど

も・・。その辺のところが難しい・・。 

 

〔知事〕 

 いや、いろんな課題がたくさんありますね。 

 

〔参加者〕 

 私のところは最初二十幾人かはいたんですよ。それが段々高齢化しちゃって、宅配する

人自身が高齢化しちゃって、今は１２名になってしまったんですよね。本当に悩みの種で

す。だからあらゆる方向に行ってＰＲして行こうかななんて考えております。 

 

〔司会〕 

 本当にお話は尽きないわけでございますけれども、当初の予定時間を大分オーバーをい

たしまして、知事から今日の感想を含めまして締めのあいさつをお願いします。 

 

〔知事〕 

 皆さん方それぞれ貴重なボランティアの体験をお話を聞かせていただきまして本当にあ

りがとうございました。それぞれにいろんな問題、悩みを抱えながらも一生懸命地域の障

害者の皆さんのためにがんばっていただいているということがよく分かりまして、本当に
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貴重なことだなというふうに今思っております。 

先ほどもお話がありましたような、特に障害のある子どもさんを持った親御さんという

のは本当にご苦労が多くて、私どももやっぱりそういう親御さんたちを何とか救いたいと、

それが行政の仕事じゃないかと思いながらいろんなことをやっているわけですけれども、

それも行政だけではカバーしきれない面がありまして、やっぱり地域の、今日お集まりの

皆さんのような方々の活動、善意の活動というのがどうしても必要不可欠なんです。しか

し今それが段々減ってくるということなものですから、ちょっと心細くて困ったなと思っ

ているわけです。今日お集まりの皆さんのようなこういう方々が、皆さんもお若いですけ

ども、もっとずっと下の若い世代から出てくるようにするにはどうしたらいいかというこ

とですね。そういうことを考えなければいけませんですね。本当に色々ありがとうござい

ました。 

 またそれから『ゆめハート』も何とか続くように我々も考えてみますから。やっぱりＰ

Ｒでしょうね。ＰＲを、そういうものがあるということを知っていれば、行ってやろうと

いう人が大勢いると思うんですけど、なかなかＰＲをするまでの暇もないもんだからね、

えらいですね。 

 ありがとうございました。本当に貴重なお話を。また時々こういう機会を設けて皆さん

のお話を聞かせていただくことができればいいと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

〔司会〕 

 それでは、以上をもちまして『ひざづめ談議』を終了させていただきます。 


